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1925年に創設。1952年、合唱の
神様と称される大指揮者のエ
リック・エリクソンが首席指揮者に
就任し、現在の形態となった。以
来飛躍的発展を遂げ、世界の
トップ・アンサンブルとしての地位
を確立した。その後、アンデシ・オ
ルウェル、グスタフ・ショークヴィスト
という巨匠たちに引き継がれ、
1994年よりエストニアの巨匠トヌ・

カリユステが首席指揮者に就任。このスウェーデン放送合唱団にとって初の外国
人指導者により、東欧圏のレパートリーの拡充がなされ、グレツキ、シュニトケ等の
録音で数多くの賞を受賞。またリゲティ、サンドストレム、ペルト、ペンデレツキ等の現
代の大家がこの合唱団のために作品を書いている。新鋭のペーター・ダイクストラ
が首席客演指揮者を3年間務めた後、2007年9月に音楽監督に就任。彼は、エ
リック・エリクソン、トヌ・カリユステという両巨頭の薫陶を受け、スウェーデン放送合
唱団の伝統を承継した。録音も国際的に評価が高く、2014年にリリースした「ブ
ラームス：カノン・ミサ、モテット集、祝辞と格言」は2015年エディソン賞に輝いた。
2018年にダイクストラが退任してから、今シーズンは音楽監督をおかずに活動して
いる。これまでに、スウェーデン放送響、ベルリン・フィル、フィルハーモニア管、ミラノ・
スカラ座フィル等のオーケストラと、ゲルギエフ、ブロムシュテット、ムーティ等の指揮
者と共演している。なかでも、アバド＆ベルリン・フィルとは厚い信頼で結ばれ、1992
年ブラームス「ドイツ・レクイエム」、1994年シューマン「ファウストからの情景」、1995
年ストラヴィンスキー「エディプス王」、1996年ベートーヴェン「第九」等のレコーディ
ングや、定期演奏会およびジルベスター・コンサート、ザルツブルク・イースター・フェ
スティバル等への出演など数多く行った。また1996年日本公演のベートーヴェンの
「第九」、マーラーの「復活」でも空前の大絶賛を博した。2年連続でN響ベスト・ソ
リスト賞を受賞。穢れなく完璧な歌声を響かせる世界最高峰の合唱団として、その
名声は世界各国に轟いている。

ロンドン生まれ。サー・サイモン・ラトルとはベルリン・
フィルやバイエルン放送響との共演の他、バーデン＝
バーデン音楽祭で《魔笛》パミーナを歌い、EMIクラ
シックスよりマーラー《復活》をリリース。エイジ・オブ・
エンライトメント管とはBBCプロムスやバーデン=
バーデン音楽祭へ登場。チョン・ミョンフン/ミラノ・
スカラ座管、パブロ・エラス=カサド/ロサンゼルス・
フィル、アラン・ギルバート/ニューヨーク・フィル、フラ
ンツ・ウェルザー＝メスト/クリーヴランド管、ダニエル・
ハーディング/スウェーデン放送響、エサ=ペッカ・

サロネン/フィルハーモニア管等と共演している。オペラでは、グラインドボーン音
楽祭やルツェルン音楽祭の他、テアトロ・レアル、英国ロイヤル・オペラ、イングリッ
シュ・ナショナル・オペラ、メトロポリタン歌劇場等に登場し、《ばらの騎士》マル
シャリン、《ドン・ジョヴァンニ》ドンナ・エルヴィーラ、《ポッペアの戴冠》ポッペア等で
好評を博す。

ロシア生まれ。2018/19シーズンはバイエルン国立歌
劇場に、《カルメン》のメルセデス（指揮：カレル=マー
ク・チチョン）、《エフゲニー・オネーギン》のオルガ（指
揮：ヨアナ・マルヴィッツ、演出：クシシュトフ・ヴァルリコ
フスキ）で登場した。また同歌劇場ではこれまでに、
《修道女アンジェリカ》の看護係修道女（指揮：キリ
ル・ペトレンコ）、《椿姫》のアンニーナ（指揮：アッ
シャー・フィッシュ）、《オベロン》のティタニアとパック
（指揮：アイヴァー・ボルトン）、《ランメルモールのルチ
ア》のアリーサ（指揮：アントニーノ・フォリアーニ）の役

を歌っている。グラインドボーン音楽祭へは、《ルサルカ》の第三の森の精（指揮：
ロビン・ティチアーティ）でデビュー。ルトスワフスキとラフマニノフの音楽が用い
られた《アンナ・カレーニナ》では、バイエルン国立バレエ団と共演。ロストロポー
ヴィチ国際音楽祭では《皇帝の花嫁》のドゥニャーシャを歌い、好評を得る。

英国王立音楽院で学ぶ。ガージントン・オペラで《イン
テルメッツォ》のシュトローと《ファルスタッフ》のフェント
ンを、キリル・カラビッツ指揮ボーンマス交響楽団との
《サロメ》ではナザレ人2を、英国王立音楽院では
《5月の夜》のレフコを演じた。オールドバラ音楽祭に
登場した際には《サロメ》のナラボートと《ビリー・バッ
ド》の新米水夫を演じ、ボルドー国立歌劇場にはヘン
デルの《メサイア》で、カンマーアカデミー・ポツダムには
《エリヤ》でデビューした。また、ウラディミール・ユロフ
スキ指揮ロンドン・フィルハーモニー管弦楽団とは

ヴォーン・ウィリアムズの《音楽へのセレナード》で共演し、2016年のBBCプロムスに
は最終夜のプログラムでサカリ・オラモの指揮でデビューした。若いオペラ歌手の
ための全ロシア・ナジェジダ・オブホワ・コンクールで第3位を受賞。2016年ザルツブ
ルク音楽祭の「ヤング・シンガーズ・プロジェクト」に参加した。

バイエルン国立歌劇場で、《フィガロの結婚》のアントニ
オ、《ニュルンベルクのマイスタージンガー》の夜回り番、
《死者の家から》のチェクノフ、《オテロ》のモンターノ、
《ヘンゼルとグレーテル》のペーター、《魔笛》の弁者、
《ラ・ボエーム》のショナール、《サロメ》のカッパドキア人
等を演じている。ギルドホール音楽院でルドルフ・ピエル
ネイに師事。2018年ミュンヘン国際コンクール声楽部
門で第2位を受賞。2015年ウィグモアホール／コーン
財団国際声楽コンクールで優勝。2014年スヘルトーヘ
ンボス国際声楽コンクールでは優勝と同時に聴衆賞

を受賞した。これまでに、ヴァレリー・ゲルギエフ、キリル・ペトレンコ、アイヴァー・ボルト
ン、インゴ・メッツマッハー、シモーネ・ヤング等の指揮者と共演している。2018/19シー
ズンのハイライトは、ケンブリッジ音楽祭での《冬の旅》、オメール・メイア・ヴェルバー
指揮ドレスデン・シュターツカペレとのハイドンの《ネルソン・ミサ》、シュトゥットガルトの
フーゴー・ヴォルフ国際アカデミーでのカール・レーヴェ記念公演、オックスフォード・
リーダー・フェスティバルやウィグモアホールでのリサイタル等がある。

日本唯一の自治体直営オーケスト
ラとして1956年創立。2008年4月
第12代常任指揮者に広上淳一
が就任。2014年4月から常任指揮
者兼ミュージック・アドヴァイザーに
広上淳一、常任首席客演指揮者
に高関健、常任客演指揮者に下
野竜也が就任。2015年広上淳一

とともに「第46回サントリー音楽賞」受賞。同年6月広上淳一指揮のもとヨーロッパ公
演で成功を収め、2016年は創立60周年記念国内ツアーと京都市内で「ふらっとコ
ンサート」を開催し、平成28年度地域文化功労者表彰を受ける。2017年4月からは
下野竜也を常任首席客演指揮者に据えて広上・高関・下野による3人指揮者体制
を確立し、文化芸術都市・京都にふさわしい「世界に誇れるオーケストラ」として更
なる前進を図っている。

第23回 スーパークラシックコンサート スウェーデン放送合唱団
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東京生まれ。東京音楽大学指揮科に学ぶ。1984
年、26歳で「第1回キリル・コンドラシン国際指揮者
コンクール」に優勝し、国際的な活動を開始。
1991～95年ノールショピング響首席指揮者、1991
～2000年日本フィル正指揮者、1997～2001年ロ
イヤル・リヴァプール・フィル首席客演指揮者、
1998～2000年リンブルク響首席指揮者、2006～
08年米国コロンバス響音楽監督を歴任。近年で
は、ヴァンクーヴァー響、ミラノ・ジュゼッペ・ヴェル
ディ響、バルセロナ響、モンテカルロ・フィル、サン・
パウロ響、ニュージーランド響などへ客演。オペラ
の分野でも国内外で活躍し、シドニー歌劇場、新
国立劇場などへ客演。2013年「第32回藤堂音楽

賞」、2015年京響とともに「第46回サントリー音楽賞」、2016年「第36回有馬賞」受
賞。東京音楽大学教授。京都市立芸術大学客員教授。2008年4月から京都市交
響楽団第12代常任指揮者、2014年4月から第12代常任指揮者兼ミュージック・アド
ヴァイザーに就任。2017年4月からは札幌交響楽団友情客演指揮者も務める。


